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Ⅰ．はじめに：グローバル化の第３の波 
  －いまなぜ東アジア共同体なのか 
 
Ⅱ．ＥＵとＡＵの違い 
  －何がどう違うのか 

1） 域内貿易依存度の深化の速さ 
2） 直接投資がつくる域内貿易 
3） ＯＤＡがつくるキャパシティーズ・ビルディング 

 
Ⅲ．情報革命下の地域統合 

1） 地理の終焉から「歴史の終焉」へ 
－縮む距離・縮む格差 

2） 分業形態の変化 
－ネットワーク型分業へ 

3） 古典的統合経済学の終焉 
 
Ⅳ．中国で考えたこと 

1） 雁行モデルを超える 
2） モデュール型工業化論の陥穽 
3） 華夷秩序論のおかしさ 
－「新しい中世」論を超える 

 
Ⅴ．もうひとつの共同体論へ 
  1）「都市型多様性文化」論の限界 
    －東アジア・アイデンティティの中核と古層 
  2）靖国と歴史認識問題の超え方 
    －政治的リーダーシップとは何か 

4） 再びＥＵとＡＵの違い 
 
Ⅵ．結びに 
  権力の第３の型―マキャベリからアレントへ 


